
年 月 日

岡山大学自然生命科学研究支援センター

ゲノム・プロテオーム解析部門長　殿

使用責任者

下記のとおりゲノム・プロテオーム解析部門を利用したいので、申請します。

■利用期間・内容

利用期間 年 月 日 〜 年 月 日

利用目的・実験内容等

（具体的に）

※ プロジェクト研究の該当 有 無

※ 岡山大学化学物質管理規定に該当する有害物質の持ち込みおよび使用

有 化合物名（ ）

無

無断で施設内に有害物質を持ち込むことは禁止

有 無

実験室　賃貸借契約の有無 有の場合　実験室名：

１階

遺伝情報解析室（面積：26㎡）

植物遺伝子実験室、 培養庫（面積：40㎡, 8㎡×2）

分離用機器室（面積：40㎡）

２階

P2実験室（動物）（面積：26㎡）

３階

調査室（面積54 ㎡）

※1プラッテごとのスペースでの貸し出しとする（全部で6プラッテ）

※実験室内へ規格が1200Wを越える機器を設置する場合は、

  追加料金として1台につき 月3,000円 課金する。

該当機器 有（ 台） 無

　単独で2500Wを越える機器を設置する場合は、応相談。

該当機器 有（ W） 無

※複数の研究室での使用 有 無

有 の場合 費用負担割合 ：

ゲノム・プロテオーム解析部門

職・氏名

内　線

E-mail

ゲノム・プロテオーム解析部門利用申請書

記

有の場合 機器名 ：



利用予定機器 　２階　洗浄室

Milli-Q水製造装置

※その他の機器は、大学連携研究設備ネットワークで管理いたします。

各機器の利用者登録をお願いします。

共通機器利用以外の １階

利用予定実験室 セミナー室

２階

洗浄室 動物実験室 保管庫（4℃）

３階

RI管理区域

放射性同位元素の使用 有 無

有の場合 使用核種 ：

[ 特記事項 ]

※　放射性同位元素を使用する場合には、「ＲI実験室等使用申込書」を添付すること。

※　利用者過失によって生じた修理費用は、受益者負担とする。

また、修理費用支払経費は、運営費交付金・寄付金に限る。

※　実験室賃貸借契約に関して、老朽化による修繕費等は、ゲノム・プロテオーム解析部門が負担するが、

それ以外の変更費用は利用者負担とする。

※　利用者の追加がある場合は、その都度、ゲノム・プロテオーム解析部門に提出する。

※　この文面の提出は、以上の事項について同意したものとし、原則として1年毎の更新・変更とする。

■ 利用者一覧　 ※利用者のうち、利用責任者に○印を付けること

職名又は身分(学生は学年も記入) 時間外利用必要の有無氏　　名 所　　属



■図面（機器の配置図）　※賃貸借契約の場合

■岡山大学化学物質管理規定（実施要項第７条第２項）に該当する有害物質の利用と廃棄方法"



年 月 日

管理部局長

岡山大学自然生命科学研究支援センター

ゲノム・プロテオーム解析部門長　殿

使用責任者

職・氏名

内線

E-mail

岡山大学自然生命科学研究支援センター ゲノム・プロテオーム解析部門放射線障害予防規定に基づき、

放射性同位元素等の使用について下記のとおり申請します。

施設名 自然生命科学研究支援センター ゲノム・プロテオーム解析部門

利用期間 年 月 日 〜 年 月 日

■ 利用者

RI実験室等利用申請書

記

性別 所　　属氏　　名 職名又は身分(学生は学年も記入) 時間外利用必要の有無



実験計画

■使用核種 （ ）
■化合物名 （ ）

持込物品

　（ピペットマン等も含む）

[ 特記事項 ]
※　使用責任者については，氏名の前に○印を付すこと。

※　使用期間は許可された年度内とし、実験開始前までに申請書を提出すること。

※　利用者過失によって生じた修理費用は、受益者負担とする。また、修理費用支払経費は、運営費交付金・寄付金に限る。

※　この文面の提出は、以上の事項について同意したものとする。

※実験の都度持ち込むのではなく、実験室に置くことを希望する物品はすべて記入してください



別記様式

年 月 日

岡山大学自然生命科学研究支援センター

ゲノム・プロテオーム解析部門長　殿

使用責任者

下記のとおり正規使用時間（平日の８時３０分から１７時）外のRI管理区域使用を申請します。

なお，使用にあたっては下記の条件を遵守します。

施設名 自然生命科学研究支援センター ゲノム・プロテオーム解析部門

利用期間 年 月 日 〜 年 月 日

■ 利用者 （別記様式，RI実験室等使用申込書と同一の場合は記入不要）

[ 特記事項 ]

※　使用責任者は，時間外の緊急事態に対応できる体制を取っておくこと。

※　時間外の使用は必要最小限とする。

※　使用期間は許可された年度内とし、実験開始前までに申請書を提出すること。

※　利用者過失によって生じた修理費用は、受益者負担とする。

氏　　名 所　　属

職・氏名

職名又は身分(学生は学年も記入)

RI管理区域時間外使用申込書

記

内線

E-mail
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